




























































Trial Study of Community-based Welfare Plan



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































コンセンサス会議 討議型世論調査 プラーヌンクスツェレ 市民陪審
主催者 議会など マスコミ・行政など 行政など NPO、行政など
参加者 約15名 150〜300名 100名以上 12名から24名
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